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2 0 2 5 年 2 月 6 日 （ 木 ）  

現年度議案関連質問 

 

宇佐美さやか議 員 

 

横浜市議会では 1/28（火）から 3/25（火）まで第 1 回定例会が開かれま
す。市の来年度の予算案などの議論が行われます。日本共産党は市民の暮
らしを支える市政となるよう提案型論戦に尽力します。ぜひ傍聴にお越し
ください。横浜市会ホームページでネット中継も見られます。 

2025 年第 1 回定例議会 
2/7(金) 

午後 1：30 頃

主な質問内容（予定） 
●「こども、みんなが主役！よこはまわくわく

プラン」の策定について 

放課後の児童の豊かな居場所として欠かすこ

とができない放課後児童クラブへの支援を強化

すること。具体的には①指導員の経験年数応じ

た処遇改善、②在席児童数の増減に影響される

ことなく安定した運営を継続できる財政支援を

行うことなどを求める。 

 

●こども誰でも通園制度について 

保育の関係団体から、親の都合で毎回異なる

施設を利用すると、特定の大人との安定したか

かわりが必要な発達段階にある子どもにとって

は、強いストレスを与えることになるなどの懸

（神奈川区選出） 

議会のお知らせ（議員名は党市議団の発言予定者） 

2 月 18 日（火）「現年度議案討論」【みわ智恵美】 

「予算代表質問」【古谷やすひこ】 

 

2 月 20 日（木）「予算関連質問」【白井まさ子】 

2 月 25 日～3月 7 日 「予算特別委員会 局別審査」【全議員】 

3 月 18 日（火曜日）「予算特別委員会総合審査」【古谷やすひこ】 

3 月 25 日（火曜日）「討論」【宇佐美さやか】【大和田あきお】 

念が出されているが、こうした懸念を払拭する手だ

てをどう打つのか問う。 

 

●子どもの一時保護施設の新基準について 

保護された子どもたちの人権やプライバシーが守

られるよう新しい基準にすることは重要な改定だと

考える。満室状態の市内施設の状況の中で、新基準を

満たしていくためにどう手を打つのか問う。 

 

●地域包括センターの専門職配置の基準緩和は、

市が掲げる介護・福祉の目標達成に逆行する。 

●南舞岡小学校（戸塚区）統廃合は、なぜ決める前

に子どもたちの意見を聞かなかったのか。 

●物価高騰対策は、価格を転嫁できない公定価格

で運営している医療・保育・介護福祉施設に厚く

振り向けること。等 

 

 

 

 

 
インターネット中継 

(生・録画)もご覧ください︕ 


